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データシート

APR 000 フレームワーク は ArtemiS SUITE の基盤として、様々なプロジェクト、分析ツール、
及び信号処理機能を有機的に統合します。わかり易いユーザーインターフェースにより、タスクに適用した
ArtemiS SUITEのコンポーネンツを簡単に操作できます。さらに、APR 000 には 数種類の中心的
な機能が含まれています。

APR 000  APR フレームワーク
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概 要

APR フレームワーク APR 000 は、ArtemiS SUITE 
のすべてのコンポーネンツを利用する為に必要です。Pool 
Project や Automation Project 等の ArtemiS 
SUITE Projects (APR)、150以上の分析ツールや
様々な信号処理ツール (ASP) を有機的に連携させま
す。

APRフレームワークは、わかり易いユーザーインターフェイスを
備えています。HEAD ナビゲーター、プレーヤー、データビュ
ワー、ユーザードキュメンテーション、センサーライブラリー、ネ
イティブATFXサポート等、複数の中心的な機能が含まれ
ています。

タスクに応じて、データ収集、再生、編集、解析、レポート
作成の為の様々な APR と ASP を任意に組み合わせる
ことができる柔軟なソリューションです。

ArtemiS SUITE ソフトウエアを利用する為の基盤

中心的な機能：

› HEAD ナビゲーター (中心的なナビゲーションツール)

› ネイティブATFXサポート(ATF-XML)

› プレイヤー

› データビューア

› ユーザードキュメンテーション、システムドキュメンテーション

› チャンネルエディター

› センサーライブラリ

› 測定点ライブラリー

› 公差スキーム

› 周波数帯公差スキーム

› インポートとエクスポートのオプション

› 数量システム

› 計算プロジェクト

› ビデオビューア

› マップビューア

› パルスセンサージオメトリエディター

› ArtemiS SUITE のダイアグラム機能を PowerPoint で

利用する為の HEAD インタラクティブダイアグラム

› 音響振動解析

› トラブルシューティング

› 音響エンジニアリング

› モーダル解析、実稼働振動、構造ダイナミクス

› テストベンチ音響

› 主観テスト

フィーチャー

アプリケーション

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

APR 000
APR フレームワーク
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早見表
APR フレームワークに基づき、複数の ArtemiS SUITE プロジェクト (APR) と ArtemiS SUITE 信号処理 (ASP) 
を利用して、独自のソリューションを構成できます。APR や ASP の解析ツールや信号処理ツール等が利用可能です。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

プロジェクト

汎用プロジェクト モーダル解析
プロジェクト

主観テスト(SQala)
プロジェクト

伝達経路解析
プロジェクト

音質指標
プロジェクト

信 号 処 理

汎用解析 心理音響解析 データ準備 フォーマット

特殊解析 デコーダー 主観テスト
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詳 細

APR 000 に含まれるアイテム

HEAD ナビゲーター

HEADナビゲーターは中心的なナビゲーションツールです。これに

より、ユーザーはデータに直接アクセスしたり、プレーヤーでファイル

を再生したり、ファイルを任意の機能領域に送りだすことができま

す。例えば、解析結果をデータビューアで表示したり、チャンネル

情報をチャンネルエディタで編集したり、Automation Project 

(APR 050が必要)でデータをHEADナビゲーターから直接処理

することができます。

データビュワー

データビューアは、時刻歴信号と解析結果を、1つまたは複数の

ページ上の1つまたは複数のカスタマイズ可能なダイアグラムに表

示できます。Result Routing を利用すると、解析結果を様々

なダイアグラムに簡単かつ便利に送りだすことができます。他の結

果を、例えば「最近の結果」からドラッグ＆ドロップで既存のデー

タビューアに追加して、すばやく比較できます。

データビューアには様々なカーソルが用意されており、カーブや横

軸値、縦軸値に情報を添付したり、高調波を読み取ったり、ダ

イアグラムの任意のセクションで単一値の結果を表示することが

できます。

プレーヤー

プレーヤーは、空気伝搬信号だけでなく、同等レベルの他の信

号のインタラクティブ再生が可能です。再生レベル (チャンネルご

と) と再生速度の両方を調整できます。再生バー上の任意の位

置をクリックするだけで、再生位置を指定できます。

APR フレームワークは、ArtemiS SUITEのすべての操作を直感的に行うことができます。個々のツール画面は、ドッキングや非表

示(自動非表示)ができます。また、必要に応じて主画面とは無関係にモニター上(または別のモニター上)に自由に配置できます。

ユーザー定義のレイアウトにより、カスタマイズされた作業環境を簡単かつ迅速に切り替えることができます。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

プレーヤー

データビュワー

HEAD ナビゲーター
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ユーザードキュメンテーション

ファイルやフォルダの文書化の為のユーザードキュメンテーションは、

効率的なデータ管理と情報管理の為の重要な前提条件です。

ドキュメントは、ドキュメントテンプレートを利用して、ほとんど労力

をかけずに素早く作成できます。ユーザードキュメンテーションは、

ArtemiS SUITE の Recorder (APR 040が必要) 等と

シームレスに利用できます。

チャンネルエディター

チャンネルエディターでは、1つまたは複数のHDFファイルのチャン

ネルプロパティと信号を便利に編集できます。さらに、計測座標

系の回転は、計測点ライブラリに従って補正できます。

必要に応じて、以下のように非常に効率的にカスタマイズ可能

です：

› テーブル内のプロパティのクリア表示

› 様々な並べ替えオプション

› 複数選択

センサーライブラリー

ArtemiS SUITE には、約 1200 のセンサー (マイク、加速度

センサー、インパクトハンマー等) の包括的なデータベースが含ま

れています。新しいセンサーは、迅速かつ便利に作成及び保存

ができます。リアルタイムフィルタリング (APR 110が必要) やイン

パクト測定 (APR 430が必要) 等、カスタムセンサーライブラリ

を作成できます。さらに、センサーライブラリーを Recorder に

インポートできます。(APR 040が必要)

計算プロジェクト

計算プロジェクトでは、既存の解析結果を統計的に評価するこ

とができます。特別な機能として、スキャッターバンドの作成等、

調整可能なスムージング機能が利用可能です。

統計機能の利用には、ASP 303 が必要です。

チャンネル計算 (ASP 305が必要) により、計算プロジェクトを

拡張し、スクリプトを介して各チャンネルを個別に処理することも

できます。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

チャンネルエディター

ユーザードキュメンテーション

センサーライブラリー

計算プロジェクト
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マップビュワー

SQobold、SQuadriga III、HEADlab を利用すると、ナビゲー

ション衛星システムのデータで、テストドライブや音響環境測定等を

文書化できます。マップビュワーは、コード化されたナビゲーション衛

星システムチャンネルをトラックに変換し、インタラクティブな

OpenStreetMap上で移動経路を表示します。オーディオ ファイル

の再生に同期して、これに対応するマップ上の現在位置が移動しま

す。騒音イベントの正確な位置を特定して、音響特性を特定の路

面に関連づけることができます。

また、解析結果 vs 時間 (2D)を色分けしてトラックに重ねることが

できます。

OpenStreetMapのデータの受信には、インターネット接続が必要

です。

公差スキーム、周波数帯公差スキーム

公差スキームで、基準カーブを指定し、解析結果とともに自動表示

することができます。公差カーブは、既存の2D解析結果から、例え

ば HEAD ナビゲーターから公差スキームにドラッグ&ドロップするだけ

で作成できます。周波数帯公差スキームは、周波数帯で構成され

る公差カーブと目標値カーブの定義と編集に利用されます。

変換なしのネイティブATFXサポート

ArtemiS SUITE は、ATFX ファイルのネイティブサポートを提供し

ます。HEAD ナビゲーターを利用して、ユーザーは元のATFXファイ

ル構造の視覚化（ネイティブビュー）とHDFファイルの視覚化に対

応するクリアな構造（HEAD ビュー）を切り替えることができます。

後者は、ATFX ファイルを変更せずに実行されます。

測定点ライブラリー

測定点は、三軸センサーや他のセンサーでデータ収集する測定対

象物上の点を定義する為に用いられます。

測定セットアップをより安全にする為に、事前に測定点ライブラリーを

用いて測定点を定義し、2Dまたは3Dグリッドモデルで正確に指定

します。グリッドモデルの構築は非常に簡単です。

座標を入力し、測定点をモデルに線でつなげることにより、測定点ラ

イブラリーで測定点を直接定義します。さらに、事前定義されたス

キームに従ってExcelで個々の測定点を定義できます。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

マップビュワー：抽出された Google Earth (ASP 801 が必要です）のナビゲーショ
ン衛星システムデータのグラフィック表示例

公差スキーム

測定点ライブラリー
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各測定点の指定、ラベル付け、画像の添付等、様々なことができます。

視覚的にもモデルをズーム、回転、傾けることができます。

測定点は、例えば、目的の測定位置の一般的な説明で十分であった

り、それにより位置基準なしでも測定データの取り扱いができる場合等、

正確な位置を指定せずに定義することもできます。

もっと測定点が多い場合でもクリアな表示ができます。これを行うには、

測定点を測定グループ分けしてそれぞれに名称をつけて色分けし、表

示または非表示にすることができます。

ArtemiS SUITE の他のモジュールでさらに処理を行う場合、測定グ

ループは効果的で、例えば、同じ測定グループに属するすべてのモデル

点を ワンステップで補間できます。

測定対象物のCADモデルやシミュレーションデータが利用可能な場合

は、それらをインポートして結合することができます。以下のフォーマットに

対応しています。各種CADモデル(*.brep、*.jt、*.iges、*.step、

*.stl)、ME'scope Projects (*.vtprj、*.vtmax)、

Excelworkbookds (*.xls、*.xlsx)、UFFモデル(*.uff、*.unv)、

Punch (*.pch)、ANSYS (*.out)、Abaqusモデル (*.dat)、

PERMASファイル (*.dato.gz) に対応しています。データポイントが

多すぎる場合はデータ削減が可能です。

完成したモデルは、ArtemiS SUITE の Recorder または他の

ArtemiS SUITE プロジェクト (APR 400、APR 410、APR 420、

APR 430) で利用できます。Recorder は、センサー、フロントエンドコ

ネクタ、測定対象物の測定点を非常に迅速かつ安全に接続します。こ

れにより、測定セットアップ全体が大幅に最適化されます。エクスポート

オプション (*.jt, *.iges, *.igs, *.step, *.stp, *.stl) を利用する

と3D モデルを他のプログラムでも利用できます。

インポートおよびエクスポート機能

ASCII (*.asc、*.csv、*.txt)、ATFX (*.atfx)、MP3 (*.mp3)、

Wave (*.wav) 等のインポートおよびエクスポートを利用できます。

Excel は CSV 形式でインポートされます。テンプレートを利用すると、

ヘッダーを様々に構成できます。Excel(*.xlsx、*.xls)へのエクスポー

トの場合、Excel のインストールは必要ありません。

データビューアの個々の図またはページ全体を PPTX または PDF形式、

または画像ファイル (PNG、TIFF、JPEG、GIF) としてエクスポートでき

ます。PowerPoint や Adobe Acrobat をインストールは不要です。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

オプション：インポート、エクスポート

単一値テーブル

ビデオビューア

SQobold や SQuadriga III で収録した動画は、音声再生と同期

して ビデオビューア で再生できます。

動画と音響解析を組み合わせることで、測定セットアップ、環境条件、

または動作条件を文書化できます。テストベンチ、実車、サウンドウォー

ク等で録音された興味深い音成分を、それぞれの動作状態や環境に

関連づけできます。

ビデオビューアー、マップビューアー、音響再生の組み合わせ

SQobold と SQuadriga III で測定すると、ユーザーは ビデオビュー

アーとマップビューアーだけでなく、音響再生と解析データも組み合わせ、

同期させ、インタラクティブに連携させることができます。動画やナビゲー

ション衛星システムトラックの任意のポイントをワンクリックするか、再生速

度を変更するときに、他のすべての設定が自動的に同期されます。

単一値テーブル

単一値テーブルは、Pool Project の Destination Pool等からの

(フィルター処理、解析、及び統計処理された) 入力信号の単一値を

表形式で表示する為のものです。
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オプション

ArtemiS SUITE は、インテリジェントなキャッシュ管理と、物理量、言

語等を個々のニーズに合わせて調整するためのさらなるオプションを提

供します。

Workbook

Workbookを利用すると、現在の作業状態を保存し、後で復元でき

ます。

ファイルビューア

クイックビューを、HDF、DAT、BMP、EMF、GIF、JPG、PNG、WMF、

HTM、HTML、XML、PDF等、様々なファイル形式の表示に利用でき

ます。

FIR フィルターの定義

FIRフィルタ定義には、時刻歴信号のフィルター処理中に必要なインパ

ルス応答が作成される伝達関数とパラメータが含まれています。

HEADフロントエンドリーダー

HEAD フロントエンドリーダーを利用して、SQuadriga や DATaRec 

4に保存されたファイルをPCに転送し、HDFファイルに変換できます。

データシート D50000jp1_内容が変更となることがあります。最終更新2023年6月

PowerPointアドイン：HEAD HEAD Interactive Diagram

HEAD HEAD Interactive Diagram は HEAD acoustics の PowerPoint アドインで、ArtemiS SUITE ダイアグラムを

PowerPoint (32 ビットのみ) に埋め込むことができ、ArtemiS SUITE が提供するダイアグラム機能 (ズーム、スケーリング、カーソル機能) 

をそのまま利用できます。

インタラクティブなダイアグラムを含むPowerPointプレゼンテーションは、Artemis SUITE の PowerPoint エクスポート機能を利用して作

成されます。プレゼンテーションの表示に必要なのは、PowerPoint と HEAD Interactive Diagram アドインだけです。

プレゼンテーション内での切り取り、コピー、貼り付けが可能です。また、ArtemiS SUITE のエクスポート機能を利用して、既存のプレゼンテー

ションに追加のページを挿入することもできます。

オプション：数量、フォーマット、ベーシックス



お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

› Windows 11 x64 (Pro、Enterprise、Education；

バージョン：21H2 以降； 言語： US、Western 

European)

または:

Windows 10 x64 (Pro、Enterprise、Education；バー

ジョン：1809 以降；言語： US、Western European)

› Xeon E5-1680、Core i7-7700、Core i5-8250U, 

Ryzen 5 1500X、Ryzen 5 2500U (推奨： Core i7-

9700KF、Core i9-9980HK、Ryzen 5 3600、Ryzen 

9 4900HS) 

› 8 GB RAM (推奨：16 GB)

› DirectX 9.0cに適合した 描画アダプター 512 MB  

(推奨： 2 GB)

› ディスプレイ WXGA 解像度 (1366 x 768) 

(推奨： FHD 解像度 (1920 x 1080))

› .NET フレームワーク 4.8

› HASP ドングルドライバー

› HEAD USB ドライバー (オプショナル)

› Microsoft 365 x86、Microsoft Office 2021 x86、

Microsoft Office 2019 x86、Microsoft Office 2016 

x86 (オプショナル)

HEAD acoustics のソフトウェアとドライバーをインストールする

には、管理者権限が必要です。ソフトウェアを操作するには、標

準のユーザー権限のみが必要です。

システム要件

PowerPoint、Excel、及び Windows は、Microsoft Corporation の登録商標です。

Adobe 及び Acrobatは、Adobe Systems Incorporated の登録商標です。

ArtemiS SUITE および ASX ソリューション (HEAD 

System Integration and Extension) で利用できる

様々な操作・処理は、ライセンスを必要とせず、無償で利用で

きます。

ArtemiS SUITE は、次のプロセスをAutomation Project

にライセンスなしで組み込み、適用でき、その一部は

Standardized Test Project やメトリックプロジェクトにも組

み込み、適用できます。

無償の操作・処理

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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